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輝かしい芸術
文化の祭典

第１回登米市民文化祭

会場には市内から大勢の人が来場しました

卓越した作品がたくさん展示された市民文化祭

　
第
１
回
登
米
市
民
文
化
祭
「
展

示
発
表
の
部
」（
市
文
化
協
会
主

催
）
が
６
月
２
、
３
日
の
両
日
、

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
中
田
町
立
桜
場
小
学
校
の
校
舎

を
改
修
し
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

市
役
所
中
田
庁
舎
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
て
来
場
者
を
迎
え

ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
文
化
協

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員

や
迫
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
ら
に

よ
る
盆
栽
、
陶
芸
、
華
道
、
絵
画
、

書
道
、
写
真
な
ど
。
は
っ
と
や
米

粉
パ
ン
な
ど
の
地
域
食
材
の
販
売

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
や
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ

ワ
ー
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、　

月
　
、　

日
に
は
、

１０

１３

１４

舞
踊
や
民
俗
芸
能
な
ど
が
発
表
さ

れ
る
「
ス
テ
ー
ジ
の
部
」
を
、
登

米
祝
祭
劇
場
で
開
催
し
ま
す
。

 水
の
大
切
さ
を
学
び
感
謝
の
心

　
　
     水
道
週
間
に
合
わ
せ
市
水
道
事
業
所
で
各
種
行
事

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
水

道
週
間
に
合
わ
せ
て
、
水
の
大
切

さ
と
水
道
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
は
１
日
、
登
米
町
羽

沢
の
森
林
公
園
で
行
わ
れ
、
登
米

中
３
年
生
の
生
徒
　
人
が
参
加
し

５５

ま
し
た
。

　
登
米
町
森
林
組
合
の
職
員
が
、

森
林
に
は
砂
防
や
温
暖
化
防
止
な

ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
説
明
。

植
樹
の
方
法
を
指
導
し
た
後
、
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
植
樹
し
た
の
は
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
の
苗
木
　
本
。
生
徒
た
ち
は
、

６０

あ
ら
か
じ
め
等
間
隔
に
印
が
付
け

ら
れ
て
い
た
個
所
に
、
一
本
一
本

丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
登
米
中
３
年
の
高
橋
 理
  紗
 さ
ん

り
 
さ

は
「
あ
ま
り
体
験
で
き
な
い
こ
と

な
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
が
植
え
た
苗

木
に
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
で
す

く
す
く
と
育
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放
流
は
５
日
、

北
上
川
の
登
米
町
水
辺
プ
ラ
ザ
船

着
場
で
行
わ
れ
、
登
米
幼
稚
園
と

登
米
保
育
所
の
年
長
児
　
人
が
参

２３

加
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
救
命
胴
衣
を
着

用
し
、
い
つ
ま
で
も
魚
が
住
め
る

き
れ
い
な
川
で
あ
る
よ
う
願
い
を

込
め
な
が
ら
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
約

４
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
浄
水
場
の
見
学
会

や
北
上
川
河
川
敷
の
清
掃
作
業
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

森林組合の職員から植樹の効果や方法を聞く生徒たち

大きく育つように一本一本丁寧に植樹しました

登米幼稚園と登米保育園の園児によるヤマメ稚魚放流
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不安や希望を
絵に表現

北上川水系高校生絵画展
IN登米市２００７

高校生の力作がたくさん展示された絵画展

表彰状を受け取る石井さん

　「
北
上
川
水
系
高
校
生
絵
画
展

Ｉ
Ｎ
登
米
市
２
０
０
７
」
の
表
彰

式
が
６
月
９
日
、
登
米
祝
祭
劇
場

で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
や
関
係
者

ら
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　
絵
画
展
に
は
、
佐
沼
や
石
巻
市

女
、
涌
谷
な
ど
県
北
、
沿
岸
地
方

の
６
校
か
ら
　
点
が
応
募
さ
れ
、

４３

大
賞
・
県
知
事
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
、
優
良
賞
３
点
、
佳
作
６
点

を
選
定
。
佐
沼
高
２
年
の
石
井
 未
 
み

 来
 さ
ん
（
栗
原
市
）
が
最
高
賞
の

く大
賞
・
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
石
井
さ
ん
の
作
品
「
サ
ナ
ギ
」

は
、
青
春
時
代
の
不
安
や
希
望
、

屈
折
な
ど
が
入
り
混
じ
っ
た
 葛
  藤
 

か
っ
 と
う

を
表
現
。
人
物
の
デ
ッ
サ
ン
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
石
井
さ
ん
は
「
作
品
を
評
価
し

て
い
た
だ
い
た
人
に
感
謝
し
た
い
。

先
輩
方
と
同
じ
賞
が
取
れ
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）
。

【
優
秀
賞
】
細
川
未
来
（
佐
沼
高
）

【
優
良
賞
】
門
脇
由
佳
、
髙
橋
咲
江

（
以
上
佐
沼
高
）

【
佳
作
】
岩
崎
里
沙
子
（
佐
沼
高
）

 大
地
震
へ
の
備
え
は
万
全
に

　
     市
災
害
対
策
本
部
設
置
運
用
訓
練
／
総
合
防
災
訓
練

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生

が
予
想
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖
地

震
に
備
え
、
市
災
害
対
策
本
部
設

置
運
用
訓
練
が
６
月
４
日
、
石
越

防
災
セ
ン
タ
ー（
石
越
総
合
支
所
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
や
副
市
長
、
市
幹
部
職
員

ら
約
　
人
が
参
加
。
宮
城
県
沖
を

４０

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
５
の
地
震
が
発
生
し
、
市
内

各
地
で
道
路
や
鉄
道
、
水
道
、
電

気
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
不
通
と
な
り
、
建
物
の
倒
壊
、

道
路
に
亀
裂
な
ど
が
生
じ
た
と
想

定
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
無
線
な
ど
を
使
っ

て
市
内
の
被
害
状
況
を
収
集
。
的

確
な
指
示
が
出
さ
れ
、
迅
速
な
応

急
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
職
員
の
非
常
参
集
訓

練
も
同
時
に
実
施
。
地
震
発
生
後
、

指
定
勤
務
地
に
出
勤
す
る
途
中
に
、

全
職
員
が
通
勤
区
間
の
被
害
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
に
は
、
昭
和
　
年
の

１０

５３

宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
す
る
県

民
防
災
の
日
（
　
日
）
に
合
わ
せ
、

１２

市
内
各
地
で
６
・
　
総
合
防
災
訓

１２

練
や
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
の
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た

吉
田
運
動
場
で
は
、
市
消
防
団
米

山
支
団
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
米
山

支
部
、
消
防
署
な
ど
の
関
係
者
や

一
般
住
民
な
ど
約
５
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
午
前
８
時
　
分
の
防

３０

災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
開
始
。
一
般
住
民
や
知
的
障
害

者
施
設
「
は
ん
と
く
苑
」、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
ー
ら
の
樹
」

の
利
用
者
が
市
の
指
定
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
会
場
へ
速
や
か
に

避
難
し
ま
し
た
。

　
倒
壊
し
た
建
物
か
ら
の
負
傷
者

救
出
や
応
急
手
当
、
初
期
消
火
、

炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
本
番
さ
な
が
ら
に
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
署
と
宮
城
県
警
広

域
緊
急
援
助
隊
に
よ
る
、
衝
突
車

両
救
出
訓
練
も
実
施
。
車
両
に
取

り
残
さ
れ
た
負
傷
者
を
、
隊
員
が

素
早
い
対
応
で
救
出
し
ま
し
た
。

的確で迅速な応急対策がとられた災対本部設置訓練

総合防災訓練では衝突車両から負傷者を救出しました


